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２０２１年５月号

02 会津鉄道を支える「若き力」
06 林業成長産業化地域創出モデル事業
08 東京 2020 オリンピック聖火リレー

フォトグラフ
10 役場からのお知らせ

令和３年度新規採用職員をご紹介 /
町職員採用候補者試験のご案内 / 脳
げんきカフェに足を運んでみません
か / 初心者向け藍染講座受講生を募
集 / ごみ集積所ボックスの整備を支
援 / ５年に一度の「経済センサス」
回答にご協力ください

14 まちの話題
地方の暮らしを支えるために /ドキ
ドキとワクワクが交差 /迅速な消火
活動に向けて /内堀知事が町を訪問
/少年剣道大会とともに歩む /子ど
もたちの交通安全を願って /「球春」
到来を告げる /新入学児童の「学び」
を支援 /アルメニア共和国との交流
に向けて

17 大宅町長の公務百景 / ふるさと納税
応援寄附金

18 くらしの情報
お知らせ・募集（５件）・相談（２件）
５月の納税こよみ

20 すまいるだより vol37
21 健康通信

令和３年度子宮がん・骨粗しょう症・
乳がん検診のご案内 /５・６月の日
曜当番医 /健康レシピ

22 図書館へ行こう！
23 まちの文芸 / 誕生おめでとう / お悔

やみ / まちの人口 / 編集後記
24 町からのお知らせをメールで確認

しましょう！

今月の表紙
　奥会津博物館には、連休中に多く
の家族連れが訪れました。子どもた
ちも昔ながらの生活を体験し、楽し
い時間を過ごしたようです。

　「
接
客
」
と「
機
械
」
に
憧
れ

　
　
　 

会
津
鉄
道
に
た
ど
り
着
く

　

中
荒
井
出
身
の
湯
田
さ
ん
は
、
高
校

卒
業
後
に
民
間
企
業
へ
就
職
し
ま
す

が
、日
を
追
う
ご
と
に
、心
の
中
で
「
あ

る
思
い
」
が
強
ま
っ
て
い
く
こ
と
に
気

付
き
ま
す
。
そ
れ
は
「
接
客
に
携
わ
る

こ
と
」
や
「
機
械
に
触
れ
る
こ
と
」
へ

の
憧
れ
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
、
変
わ
る
こ
と
な
く

抱
き
続
け
た
「
大
切
な
夢
」
を
実
現
す

べ
く
、
湯
田
さ
ん
が
新
た
に
選
択
し
た

舞
台
は
会
津
鉄
道
㈱
で
し
た
。駅
業
務
、

車
掌
、
本
社
勤
務
、
車
両
整
備
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
経
験
し
、
間
も
な

く
8
年
目
を
迎
え
ま
す
。　

　

列
車
特
有
の
音
色
を
周
り
に
響
か
せ

な
が
ら
、
ホ
ー
ム
に
ゆ
っ
く
り
と
1
台

の
列
車
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。

　

で
も
、
何
か
が
お
か
し
い
。
列
車
内

に
乗
客
は
な
く
、
運
転
士
さ
ん
た
だ
一

人
。
ま
た
、
列
車
を
待
つ
お
客
さ
ん
の

姿
も
な
く
、
列
車
の
到
着
を
知
ら
せ
る

ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
え
あ
り
ま
せ
ん
。一
体
、

な
ぜ
で
し
ょ
う
か
―
。

　
ガ
タ
ン
ゴ
ト
ン

　
　
　
　
　
　
ガ
タ
ン
ゴ
ト
ン 

―

　

す
で
に
、
お
気
付
き
の
方
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
場
所
は
、
会
津

鉄
道
㈱
の
車
両
基
地
。
接
客
を
担
う

　
　

表
舞
台
と
は
異
な
り
、
車
両
の
整
備
を

担
う
舞
台
裏
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

会
津
田
島
駅
に
併
設
さ
れ
た
車
両

基
地
は
、
列
車
が
安
全
・
安
心
な
運
行

を
続
け
る
た
め
に
、
何
よ
り
乗
客
の
命

を
守
る
た
め
に
、
車
両
を
保
守
・
維
持
・

管
理
す
る
大
切
な
施
設
。

　

通
勤
や
通
学
は
も
ち
ろ
ん
、
通
院
や

お
買
い
物
に
出
か
け
る
方
な
ど
、
会
津

鉄
道
を
利
用
さ
れ
る
す
べ
て
の
方
々
を

安
全
に
目
的
地
へ
輸
送
す
る
と
い
う

使
命
―
。
私
た
ち
の
目
に
は
見
え
な
い

場
所
で
、
自
ら
に
与
え
ら
れ
た
使
命
・

重
責
を
担
い
、
車
両
と
向
き
合
う
ス
タ

ッ
フ
の
皆
さ
ん
が
い
ま
す
。

　

表
舞
台
と
舞
台
裏
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ス
タ
ッ
フ
が
汗
を
か
く
こ
と
で
、
成
り

立
つ
会
津
鉄
道
。
今
号
で
は「
表
と
裏
」

両
方
の
視
点
か
ら
、
鉄
道
を
支
え
る

「
若
き
力
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　会津鉄道株式会社

　　運輸部  車両課  車両係

　　　  　　湯田  友
ともかず

和 さん （中荒井）

　
会
津
鉄
道
を
支
え
る

　      
「
表
裏
一
体
」
の
ス
タ
ッ
フ

　「
音
」
を
通
じ
て

　
　
　
　 

車
両
と
会
話
を
交
わ
す

　

会
津
鉄
道
は
、
会
津
高
原
尾
瀬
口
駅

か
ら
西
若
松
駅
間
を
結
ぶ
路
線
。
直
通

乗
り
入
れ
を
含
め
る
と
、
喜
多
方
駅
か

ら
東
武
日
光
駅
ま
で
の
区
間
を
運
行
し

て
い
ま
す
。

　

運
行
車
両
の
す
べ
て
を
会
津
田
島
駅

の
車
両
基
地
で
整
備
し
て
い
る
こ
と

を
、
知
ら
な
い
方
も
多
い
の
で
は
。

　

車
両
整
備
の
担
当
と
し
て
、
運
転
に

必
要
不
可
欠
な
装
置
（
台
車
・
ブ
レ
ー

キ
な
ど
）
を
３
日
に
一
度
の
短
い
周
期

で
点
検
す
る
「
仕
業
検
査
」
や
、
３
カ

月
間
隔
で
詳
細
な
整
備
を
施
す
「
交
番

検
査
」
な
ど
に
従
事
す
る
日
々
。

　

特
に
注
意
を
払
う
も
の
は
、
車
両
が

発
す
る
「
音
」。「
エ
ン
ジ
ン
音
」
や

ブ
レ
ー
キ
に
関
わ
る
「
エ
ア
ー
音
」、

各
設
備
の
「
動
作
音
」
な
ど
、
異
音

が
な
い
か
耳
を
研
ぎ
澄
ま
し
な
が
ら
、

作
業
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

地
道
な
作
業
に
集
中
し
て
取
り
組
め

る
の
は
、
お
客
さ
ま
の
存
在
が
あ
っ
て

　
鉄
道
の
舞
台
裏
か
ら

　
　
　 

皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

こ
そ
。
お
客
さ
ま
と
顔
を
合
わ
せ
る
機

会
が
少
な
い
立
場
に
あ
り
ま
す
が
、
楽

し
み
な
が
ら
鉄
道
を
利
用
さ
れ
る
姿
を

想
像
す
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
せ
ず
乗
車

で
き
、
車
内
を
自
由
に
歩
く
こ
と
も
で

き
る
鉄
道
。
こ
れ
は
、
高
い
安
全
性
が

証
明
さ
れ
て
い
る
た
め
で
す
。

　

安
全
性
を
維
持
し
、
地
域
の
皆
さ
ん

に
愛
さ
れ
る
鉄
道
会
社
を
目
指
し
た

い
。
家
族
や
友
人
と
一
緒
に
、
ご
乗
車

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

写真㊤３枚　ブレーキ装置の摩耗した部品を交換（作業手順：左から）

　写真㊧㊦
　　運転席でシステム機器の動作を確認する
　　とともに、発せられる「音」もチェック　

写真㊤３枚　車両整備の様子（左から給油・ワンマン整理券発券機・トイレ）

会津鉄道を支える「若き力」―会津鉄道を支える「若き力」―
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　会津鉄道株式会社

　　駅事業部  会津田島駅  営業係

　　　  　　渡辺  聖
せ な

南 さん （高野）

　
身
近
な
存
在
だ
っ
た

　
　
　 
　
　
会
津
鉄
道
の
一
員
に

　

高
野
出
身
の
渡
辺
さ
ん
は
、
高
校

卒
業
後
に
一
旦
地
元
を
離
れ
ま
す
が
、

Ｕ
タ
ー
ン
。
家
業
で
あ
る
農
業
を
手
伝

い
始
め
ま
す
。
家
族
と
一
緒
に
農
業
に

従
事
す
る
日
々
を
送
り
ま
す
が
、
い
つ

し
か
「
自
立
し
て
仕
事
が
し
た
い
」
と

い
う
気
持
ち
が
高
ま
っ
て
い
る
自
分
に

気
付
き
ま
し
た
。

　

そ
の
時
、
ふ
と
頭
に
浮
か
ん
だ
も
の

が
、
幼
い
頃
か
ら
よ
く
目
に
し
て
い
た

「
会
津
鉄
道
」。
実
家
か
ら
近
く
、
何
度

も
足
を
運
ん
だ
身
近
な
存
在
に
関
わ
り

た
い
と
い
う
思
い
で
、
会
津
鉄
道
㈱
に

入
社
。
窓
口
業
務
を
担
当
し
、
2
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　
お
客
さ
ま
に
寄
り
添
え
る

　
　
　 

　
　
　
存
在
に
な
り
た
い

　

始
発
や
最
終
列
車
の
お
客
さ
ま
を

送
り
出
す
と
同
時
に
、
迎
え
入
れ
る
窓

口
業
務
。
会
津
鉄
道
㈱
の
職
員
を
代
表

し
て
、
お
客
さ
ま
と
接
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
礼
儀
・
礼
節
を
忘
れ
ず
、

緊
張
感
を
保
ち
な
が
ら
、
業
務
に
臨
ん

で
い
ま
す
。

　

お
客
さ
ま
の
目
的
地
は
多
岐
に
わ
た

り
、
何
回
も
鉄
道
を
乗
り
換
え
る
よ
う

な
ケ
ー
ス
で
も
、
ス
ム
ー
ズ
な
案
内
が

で
き
る
よ
う
勉
強
す
る
毎
日
。

　

通
勤
・
通
学
の
方
、
病
院
に
通
う
お

年
寄
り
の
皆
さ
ん
、
身
体
が
不
自
由
な

方
、
遠
方
か
ら
お
越
し
の
方
な
ど
、
多

く
の
お
客
さ
ま
と
接
し
、
感
謝
さ
れ
る

こ
と
も
あ
れ
ば
、
時
に
は
お
叱
り
を
受

け
る
こ
と
も
―
。

　

ど
ん
な
立
場
の
お
客
さ
ま
に
も
寄
り

添
え
る
職
員
を
目
指
し
、
今
日
も
窓
口

に
立
つ
渡
辺
さ
ん
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　
町
の
将
来
を
担
う

　
　
　 
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

地
域
住
民
の
貴
重
な
移
動
手
段
を
維

持
し
、
ダ
イ
ヤ
に
合
わ
せ
て
時
刻
通
り

に
列
車
を
運
行
す
る
。
会
津
鉄
道
が
地

域
に
果
た
す
役
割
を
し
っ
か
り
と
受
け

継
い
で
い
き
ま
す
。

　

会
津
鉄
道
㈱
は
「
地
域
住
民
の
役

に
立
つ
」
こ
と
を
実
感
で
き
る
、
や
り

が
い
の
あ
る
職
場
。
町
の
将
来
を
担
う

皆
さ
ん
、
そ
う
私
た
ち
と
同
世
代
の
皆

さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
仕
事
内

容
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
方
が
い
れ
ば
、

い
つ
で
も
会
津
田
島
駅
の
窓
口
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　写真㊧２枚
　　２種類のシステムを併用し、特急
　　券や乗車券を発行

　写真㊦ 2 枚
　　旧国鉄時代から使用されている器
　　具も現役で活躍中

写真㊨
　お客さまを最初に迎え入れる「顔」
　として、笑顔を欠かさない渡辺さん

写真㊦
　今年度入社したばかりの後輩社員
　に窓口業務を指導

　　「111スリーワンきっぷ」
　　　　　　　　　　　 をご存じですか？ 聖南さん

からの

  オススメ！
　福島県では、毎月１日・11日・21日を「バス・鉄道利用促進
デー」と定めています。マイカー利用を控え、地球環境にやさ
しいバスや鉄道を利用しようという取り組みです。
　会津鉄道（株）でも、利用促進デーに合わせ、お得な「111
スリーワンきっぷ」をご用意しています。通常料金より安く
お買い求めいただけることに加え、会津高原尾瀬口駅から西
若松駅までの片道フリーきっぷなので、同一方向に何度でも
途中下車が可能です。ぜひご利用ください。

区　分 大　人 小　人
通常きっぷ 1,910円 960円

スリーワンきっぷ 1,110円 550円 お得きっぷ情報

　　「会津鉄道フォトギャラリー」
　　　　　　　　に投稿してみませんか？

友和さん
からの

  オススメ！
　会津鉄道（株）のホームページや公式インスタグラムでは、
皆さんから投稿いただいた「これぞ！」という写真を紹介し、
会津鉄道と沿線の魅力を発信しています。
　専用のフォームから写真を投稿いただくと、ホームページ
とインスタグラムの両方に掲載することができますので、我
こそはという写真家の皆さん、ぜひ会津鉄道のＰＲにお力添え
ください。関係団体と連携したフォトコンテストも定期的に
開催していますので、ぜひチェックしてみてください。

  投稿専用
　　   フォ―ム

  専用フォト
　   ギャラリー

　　地域間輸送の要である会津鉄道
　　　　　　　　　　ぜひご利用ください

　会津鉄道（株）では、お座トロ展望列車の運行、猫駅長や
鉄道むすめ「大川まあや」の活用、地方の三セク鉄道と連携
した取り組みなど、さまざまな視点からの誘客に努めています。
　また、列車の運転体験や線路の保線体験など、地域住民が
鉄道を知り、触れ合う機会も数多く設けてきました。
　しかし、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、利用者数
の減少に直面しています。この機会に、地域に根差す鉄道の
魅力を再認識するとともに、鉄道を利用する機会を増やして
みませんか。新しい発見が、皆さんを待っています。


